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１．「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム」導入の経緯と現状 

“つなげる つながる いっしょに歩む 成長の学びを支える鎮西学院大学” 

これが本学の基本理念である。学生たちを社会へ、そして世界へとつなげ、ともにつ 

ながり、未来に向かっていっしょに歩むことを大切にしている。 

現代社会において急速に発展するデータサイエンスの分野においても、その理念は変わ 

らない。データを活用し、新たな価値を生み出す力を持つことは、これからの社会にお 

いて極めて重要であり、データを扱う技術とともに、倫理観や人間力を兼ね備えた人材 

を育成し、彼らが社会や世界とつながり、活躍できるよう支援していく。 

一方、政府の「ＡＩ戦略2019」では、すべての大学生がＡＩリテラシーを身に付けるこ 

とが求められており、本学もその方針に沿いながら、データサイエンス教育を通じて、 

学生たちが技術を学び、その技術を基に人と人、それを社会とつなげ、未来を創造する 

力を育んでいく。 

そのような状況下において本学は、2023年度には3学科のカリキュラムを改編すると 

ともに、文部科学省「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度」を促進 

するべく、本学で開講されるデータサイエンス系の授業を学科の枠を超え、体系的にと 

りまとめる「鎮西学院大学データサイエンス・ＡＩプログラム」を開始した。あわせて、 

「データサイエンス概論」を全学科必修科目として開講した。また、同プログラムを管 

理・運営するために、2024年4月には全学科から代表委員を選出し「鎮西学院大学データ 

サイエンス・ＡＩプログラム運営委員会」（以下、ＤＳ委員会）を正式に発足し、同委 

員会が運用を行う体制で「数理・データサイエンスＡＩ 教育プログラム（応用基礎レ 

ベル）」の認定（有効期限:令和12年3月31日まで）を受けた。 

 

２．自己点検・評価の実施 

自己点検・評価は、ＤＳ委員会が中心となって、年４回行われる定期委員会で行われ

る。ＤＳ委員会は認定申請と対応する科目の実施、改善、進化にあたって必要な審議及び連

絡調整を行うことを目的としている（鎮西学院大学データサイエンス・ＡＩ教育プログラム

運営員会規程）。 

 

数理・データサイエンスＡＩ 教育プログラム（応用基礎レベル）の点検も同委員会 

で行い、本報告書は 2025（令和 7）年度の取り組みについての自己点検・評価である。
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３．自己点検・評価の対象 

応用基礎レベルで開講している「データサイエンスⅠ」「AI基礎」が本プログラム修了要件になる

ことから、自己点検・評価は、当該授業科目に関する履修者数、単位修得者数及び学生による授業ア

ンケート結果等に基づいて行う。あわせて、「実施体制」についての点検・評価も行うこととした。 

 

４．評価方法 

点検結果に基づき、S、A、B、C、D の 5 段階の評価レベルで判定を行った。 

【評価レベル】 

S：特筆すべき進捗が見られる A：順調に進んでいる 

B：やや順調に進んでいる  

C：やや遅れている   

D：遅れている･未実施 

 

５．点検・評価結果 

（１）教育プログラムの概要    

【プログラムの理念・教育目的】 

データサイエンスは、単なる技術ではなく、人と人、人と社会をつなげる力を持っている。 

私たちは、学生たちがデータを通じて人や社会と深く関わりながら、新たな未来を切り拓い 

ていくことを願っている。 

 

【学生が身に付けることのできる能力】  

・社会においてどのようにデータ・ＡＩが利活用されているかについて理解する。 

・データの読み解きや説明の仕方などのデータリテラシーについて理解する。 

・データ・ＡＩの利活用における法と倫理の問題など留意事項について理解する。 

・実際にプログラミングすることにより、プログラミング的思考を涵養する。 
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【修了要件】 

データサイエンスⅠ、AI基礎を履修し修了する 

 

【開設科目及び概要】 

開設科目 授業の方法 概要 

データ 

サイエンス 

Ⅰ 

 

 

AI基礎 

ハイブリッド 

（対面＋オンデマンド）

式講義 

 

 

データサイエンスをあるていど使いこなすこと

は、高度情報社会における必須事項である。この

科目では数学や統計学の知識を用いてデータの分

析をおこなったり、AI（人工知能）の製作や利用

をおこなったりするための基本知識を学ぶ。 

 

データサイエンスをある程度使いこなすことは、

高度情報社会における必須事項である。AIの進展

は急速で、AIによって解決できる様々な社会問題

およびAIによって生まれる社会問題に対応できる

ようになる必要性が高まっている。 

この科目では、さまざまな場面で利活用されてき

ているAIの基礎知識と実践力を身につけることを

目的とする。機械学習、深層学習、強化学習の基

本的な概念を理解し、自然言語処理、ロボット制

御、パターン認識への応用について学ぶ。 
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（２）自己点検項目・評価・改善 

項

目 

自己点検・

評価の視点 
点検結果 評価結果と改善に向けた取組 

点
検
項
目
１ 

プログラム 

の履修・修 

得状況 

2025年度当該科目「データサイエンス

Ⅰ」は86名が履修し、内訳は経済政策

学科76名（2年生65名、3年生11名）、

多文化コミュニケーション学科10名（2

年生9名、3年生1名）であり、「AI基

礎」では97名が履修し、内訳は社会福

祉学科5名（2年生5名）、経済政策学科

63名（2年生62名、3年生1名）、多文化

コミュニケーション学科29名（2年生29

名）であった。授業ではLMS（Google 

Classroom）を活用し、講義資料や課題

提出の確認を容易にするとともに、メ

ール等を通じて学生からの質問にも随

時対応した。よりきめ細かな指導を行

うためTAを一人採用し、プログラミン

グの実習等の際の補助として有効に活

用した。なお、シラバス内容や授業難

易度については運営委員会で調整し、

統一を図った。 

【評価：A】 

2025年度「データサイエンスⅠ」、「 

AI基礎」は経済政策学科の専門教育科

目の選択科目（配当年次2年生）とし

て開講され、経済政策学科2年生の履

修率は「データサイエンスⅠ」が

92.9％、「AI基礎」で88.6％と高い数

字となった。また、多文化コミュニケ

ーション学科および社会福祉学科の学

生も他学科科目（選択科目）として履

修する学生も一定数（特に「AI基

礎」）見られ、これらの科目に対する

興味関心が高まっている傾向が見られ

た。 

「データサイエンスⅠ」の単位取得率

をみると、86名中71名が合格し82.6％ 

、「AI基礎」では97名中82名が合格し

て84.5％と高い数字となった。 

学科別にみると、「データサイエンス

Ⅰ」では経済政策学科が76名中64名が

合格し84.2％、多文化コミュニケーシ

ョン学科が10名中7名の合格で70％と

なった。また、「AI基礎」では社会福

祉学科は5名中4名が合格し80％、経済

政策学科が63中50名が合格し79.4％、

多文化コミュニケーション学科が29名

中28名が合格して96.6％となり、多文

化コミュニケーション学科の同科目の

合格率が突出して高い結果となった。

このように履修率・単位修得率ともに

高水準であり、特に主要対象学科にお

いて安定した履修実績が確認されたこ

とから、本プログラムは計画通り適切

に運用されていると評価できる。ま

た、他学科からの履修拡大は、本プロ

グラムの教育内容に対する関心の高ま

りを示すものであり、全学的展開の基

盤が形成されつつある。 
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項

目 

自己点検・

評価の視点 
点検結果 評価結果と改善に向けた取組 

点
検
項
目
２ 

学修成果 

 
データサイエンスI GPA分布図

 
AI基礎GPA分布図 

2025年度のGPA分析の結果、「デー

タサイエンスⅠ」の平均GPAは2.09、

「AI基礎」は2.43であり、「AI基礎」

の方が高い水準となった。成績分布を

見ると、「AI基礎」ではGPA4（最上位

層）の割合が25％と高く、優秀層の形

成が顕著である一方、「データサイエ

ンスⅠ」ではGPA2の割合が30％と高

く、中間層に集中する傾向が見られ

た。また、両科目ともにGPA0（不合格

層）が約15〜17％存在しており、一定

数の学習未達者が存在することが確認

された。これらの結果から、基礎科目

である「データサイエンスⅠ」におい

て、理解度のばらつきが大きく、学習

定着に課題があることが示唆される。 

 

【評価：B】 

一定数の高成績層が存在し、学修

成果は概ね確保されているものの、

科目間で成果に差が見られる点、お

よび未達成層の存在から、改善の余

地があると判断される。 

特に導入段階科目である「データサ

イエンスⅠ」の成果のばらつきは、

プログラム全体の学修基盤に影響を

与える可能性がある。 

【改善に向けた取組】 

 学修成果の底上げと均質化を図る

ため、以下の改善を実施する。 

 段階的理解を促す小テストの

導入（形成的評価の強化）  

 オンデマンド教材による復習

機会の拡充  

 つまずきやすい内容（統計・

Excel 操作）の重点補強  

 学習進捗の可視化（LMS ログ

分析）による早期支援  

 補習・ピアサポートの制度化  

特に「データサイエンスⅠ」につい

ては、初学者対応として「スモール

ステップ型授業設計」を導入し、理

解の積み上げを重視することで、GPA

分布の改善と不合格者の減少を目指

す。 

 

AA
11%

A
33%

B
30%

C
9%

D
17%

GPA AVERAGE 
2.09  

AA
25%

A
35%

B
14%

C
10%

D
16%

GPA AVERAGE 2.43 
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項

目 

自己点検・

評価の視点 
点検結果 評価結果と改善に向けた取組 

点
検
項
目
３ 

学生アンケ

ートを通じ

じた学生の

内容の理解

度 

AI基礎およびデータサイエンスⅠの

学生アンケート結果を総合的に分析す

ると、両科目ともに授業目標の理解

度、教員の教授手法、教員の対応、満

足度の各項目において概ね良好な評価

が得られている。 

特にデータサイエンスⅠにおいて

は、目標達成度に関する評価が高く、

学生が自身の学習成果を実感している

ことが確認できる。一方、AI基礎にお

いても概念理解を中心とした基礎的内

容の習得については一定の到達が見ら

れる。 

しかしながら、両科目に共通して、 

 「自学・能動的学習」に関する

評価が相対的に低い 

という課題が明らかとなった。  

このことから、授業内での理解は進

んでいるものの、授業外における主体

的な学習行動や理解の深化には改善の

余地があると判断される。 

 

【評価：B】 

以上の点検結果を踏まえると、本2

科目は以下のように評価できる。 

まず、AI基礎では、AIの基本概念や

仕組みの理解を目的とした導入教育と

しての役割を適切に果たしており、基

礎的リテラシーの形成に寄与してい

る。一方、データサイエンスⅠでは、

演習や分析を通じて「データを扱う

力」の習得が進んでおり、より実践的

な能力の形成に一定の成果が認められ

る。すなわち、 

 AI基礎：概念理解中心の基礎科

目  

 データサイエンスⅠ：分析・実

践能力の基礎科目  

として、両者は相補的な教育効果を有

していると評価できる。 

ただし、両科目に共通して、 

理解した知識を主体的に活用する段階

への移行（深い学習）には十分に至っ

ていない、という課題が認められる。 

改善に向けた取り組み 

上記の課題を踏まえ、以下の改善を

一体的に実施する。 

（1）アクティブラーニングの強化 

講義中心の理解に加え、授業内での

体験的学習を拡充する。 

・AI基礎：簡易なAI体験（画像分

類など）の導入  

・データサイエンスⅠ：実データ

を用いた分析演習の強化  

これにより、「理解」から「活用」

への移行を促進する。 

継続的学習を促す課題設計 

授業外学習を促進するため、 

・毎回のミニ課題の設定  

・段階的な演習課題の導入  

を行い、学習の定着と自学習慣の形

成を図る。 
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項

目 

自己点検・

評価の視点 
点検結果 評価結果と改善に向けた取組 

点検

項目

４ 

学生アンケー

ト等を通じた

後輩等他の学

生への推奨度 

【応用基礎レベル】 

学生の授業評価アンケートの授業の満足

度を尋ねる項目のポイントは、「データ

サイエンスⅠ」が4.00、「AI基礎」が

3.87と概ね高い評価を得ていた。このこ

とから、学びの意欲のある学生にとって

は十分に推奨できる科目となっているこ

とが推察される。 

しかし、今年度の「データサイエンス

I」と「AI基礎」の授業では「データサ

イエンス概論」で実施したような、他の

学生への推奨度を尋ねるアンケートを実

施していないため、現状では本点検項目

についてこれ以上の詳細な評価をするこ

とは不可能である。 

今後は応用基礎レベルの「データサイエ

ンスI」「AI基礎」においても授業評価

アンケートとは別に「データサイエンス

概論」で実施しているような他の学生へ

の推奨度を尋ねるアンケートを実施する

等して、本点検項目のより詳細な評価を

得られるようにしていく予定である。 

 

【評価：B】 

「データサイエンスI」「AI基礎」

は、授業評価アンケートにおける受

講者の満足度が概ね高く、学びの意

欲のある学生にとっては十分に推奨

できる科目となっていることが推察

される。 

しかし、現状では授業評価アンケー

トから推察するしかなく、今後はよ

り詳細な評価ができるような対応が

求められる。 

 

 

 

 

点
検
項
目
５ 

全学的な履修

者数、履修率

向上に向けた

計画の達成・

進捗状況（実 

施体制） 

【応用基礎レベル】 

前期開講の「データサイエンスI」の履

修者は86名、後期開講の「AI基礎」の

履修者は97名であった。後期の「AI基

礎」では他大学の大学院生による「TA

（ティーチング・アシスタント）」を

導入し、履修者数の増加に対応した。 
 

【評価：A】 

「データサイエンスI」、「AI基礎」と

もに履修者は増加しており、履修者数

増加に対する対応も適切になされてい

る。 

また、令和7年度の履修者数の計画も達

成されている。 

点
検
項
目
６ 

教育プログ

ラム修了者

の進路、活

躍状況、企

業等の評価 

【応用基礎レベル】 

2028年度には、教育プログラム修了者が

就職する。その就職先に教育プログラム

修了者であることを伝達し、その活躍 

状況を調査することが可能である。卒業

生における採用状況や企業評価の検討は

「鎮西学院大学データサイエンス・ＡＩ 

教育プログラム運営委員会」で行う。 
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項

目 

自己点検・

評価の視点 
点検結果 評価結果と改善に向けた取組 

点
検
項
目
７ 

産業界らの

視点 

含めた教育

プログラム

内容・手法

への意見 

【応用基礎レベル】 

社会福祉法人南高愛隣会、一般社団法人

雲仙観光局、および公益財団法人ながさ

き地域政策研究所の協力を得て、本学の

データサイエンス・ＡＩ教育プログラム

の内容および手法についてアンケートを

実施し、３団体より回答を得た。 

 

ヒアリング内容は以下４項目 

1. 貴社ではデータサイエンスの知識や

スキルを持つ人材が必要ですか？（単一

選択） 

・必要不可欠 

・あれば望ましい 

・特に必要ではない 

 

2. 数理・ＡＩ教育プログラム（応用基

礎レベル）を修了した学生は貴社で役に

立つ人材なると考えますか。 

・とても役立つ 

・ある程度役立つ 

・あまり役立たない 

・まったく役立たない 

 

3. 貴社の業務において、特に重要だと

考えるデータサイエンスのスキルを教え

てください。（複数選択可） 

・データ分析・統計 

・機械学習・ＡＩ 

・データ可視化・プレゼンテーション 

・データエンジニアリング（データの収

集・整理） 

・その他（自由記述） 

 

4. 本学のデータサイエンスプログラム

をどのように改善すれば、より企業のニ

ーズに合うと思いますか？（自由記述） 

 

【評価：Ａ】 

1. データサイエンス知識・スキルの

必要性：「必要不可欠」66.7％、

「あれば望ましい」が33.3％であ

り、全ての団体においてその必要性

が認識されている。 

 

2. プログラム修了生の有用性（応用

基礎レベル）：回答した全ての団体

（100％）が「ある程度役立つ」と評

価しており、基礎的な教育内容が実

務の入り口として一定の評価を得て

いることが確認された。 

 

3. 業務において特に重要だと考える

スキル（複数選択）：「データ分

析・統計」および「データエンジニ

アリング（データの収集・整理）」

が100％と最も高く、次いで「機械学

習・ＡＩ」と「データ可視化・プレ

ゼンテーション」が66.7％であっ

た。 

4. 改善・意見等（自由記述）：学問

的な知識にとどまらず、「現場感覚

のある対応力や問題解決力」を求め

る意見が寄せられた。具体的には、

業務プロセスや意思決定の流れを理

解する視点の導入、実在する課題を

想定したケーススタディ、分析結果

を経営層へ提案する演習の充実など

が提案されている。 

【改善に向けた取組】 

基礎教育は高く評価されたが、今後

は産業界のニーズに応えるべく実務

との接続を強化を行う。具体的に

は、業務文脈の理解や実在課題のケ

ーススタディ、提案力を養う演習を

拡充し、現場対応力の高い人材育成

を推進する。 

 

点
検
項
目
８ 

数理・デー

タサイエン

ス・ＡＩ 
を「学ぶ楽

しさ」「学ぶ

ことの意

【応用基礎レベル】 

授業後に行うGoogle Classroom授業アンケ

ートの結果より学修成果を把握する。 

学修成果としては、修得率はもちろん、

「楽しさ」や「学ぶことの意識」を育て

るというところにも焦点をあて、学生が

【評価：Ｃ】 

2025年度全学部で実施している授業ア

ンケートには、「学ぶ楽しさ」や「学

ぶことの意義」に関する項目を設定し

ておらず、該当内容を確認できていな

い。ただし、参考にできる項目とし
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義」を理解

させること 

興味を持って授業を履修できているかを

調査しながら確認する。 

調査結果は3か月毎に開かれる「鎮西学院

大学データサイエンス・ＡＩ教育プログ

ラム運営委員会」でも共有・報告し、授

業の評価・改善に活用を行う。 

 

て、「目標達成度：この授業では、シ

ラバスや講義等で示されていた目標に

到達することができた」はデータサイ

エンスIでは平均4.43、AI基礎では平

均3.78、「満足度：この授業は全体と

して満足できる内容だった」はデータ

サイエンスIでは平均4.00、AI基礎で

は平均3.87であった。 

 

点
検
項
目
９ 

内容・水準

を維持・向

上しつつ、

より「分か

りやすい」

授業とする

こと 

【応用基礎レベル】 

学生の復習・予習を促すため、授業資料

はGoogle Classroomに掲示する等した。

また、授業アンケートの教授手法および

教員の対応の項目について点検を行っ

た。 

【評価：Ｂ】 

授業アンケートの教授手法に関する項

目のポイントは以下のようであった。 

 

 
データ

サイエ

ンス I 
AI 基礎 

この授業は適度な

早さで進められ、分

かりやすかった。 
3.71 3.87 

教員の声の大きさ

や話し方は、分かり

やすかった。 
3.71 3.74 

黒板やホワイトボー

ド/資料、パワーポイ

ント等の内容は、分

かりやすかった。 

3.29 3.81 

 

データサイエンスIの黒板やホワイト

ボード・資料の分かりやすさの項目以

外は、いずれの項目も一定の評価を得

ており、学生にとってある程度は分か

りやすい授業となっていることがうか

がえる。しかし、いずれの項目も高い

評価を得ているとは言い難いため、今

後は更なる工夫が求められる。 
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≪資料≫ 

【2025（令和7）年度教育プログラム実績】 

(1) 2025（令和７）年度「データサイエンスⅠ」「AI基礎」授業内容 

シラバス（※添付資料参照） 

 

(2) 2025（令和７）年度「データサイエンスⅠ」「AI基礎」履修者 

 

①履修統計 

データサイエンスⅠ（前期） 

学部・学科名称 
2年学生数 

(人) 

履修者数 

(人) 

2年履修率 

(％) 

単位取得者数

（人） 
単位取得率 

（％） 

社会福祉学科 49 0 0 0 0.0 

経済政策学科 74 65 88 53 81.5 
多文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 45 9 20 6 66.7 

小計 168 74 36 59 79.7 

再履修者 - 12 - 12 100.0 

合計  86  71 82.6 

 

AI基礎（後期） 

学部・学科名称 
2年学生数 

(人) 

履修者数 

(人) 

2年履修率 

(％) 

単位取得者数

（人） 
単位取得率 

（％） 

社会福祉学科 49 5 10 4 80.0 

経済政策学科 74 62 84 50 80.6 
多文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 45 29 64 28 96.6 

小計 168 96 85 82 85.4 

再履修者 - 1 - 0 0.0 

合計  97  82 84.5 

 

 

②履修者の成績 

 

データサイエンスⅠ  AI基礎 

成績評価 
人数 

（人） 

 
成績評価 

人数 

（人） 

AA評価 9  AA評価 24 

A評価 28  A評価 34 

B評価 26  B評価 14 

C評価 8  C評価 10 

D評価 15  D評価 15 

 

※AA、A、B、C評価が合格。 

D評価が不合格。 
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(3) 2025（令和７）年度授業アンケート結果 

 

①データサイエンスⅠ 

 

 

 
  

2025年度 前期 授業評価アンケート(集計1)

1.シラバスや最初の講義等で、この
授業の目的や目標を理解して受講
した。
2.この授業は適度な早さで進めら
れ、分かりやすかった。
3.教員の声の大きさや話し方は、分
かりやすかった。
4.黒板やホワイトボードの（オンライ
ンの場合は画面に表示された）文
字や資料、パワーポイント等の内容
は、分かりやすかった。
5.この授業は、予定時刻通りに始ま
り、予定時刻通りに終了していた。
6.教員は、学生の遅刻や私語など
にきちんと対応し授業の適切な運
営維持に努めていた。
7.この授業では、学生の相談や質
問等に対し、教員は分かるように対
応していた。
8.この授業に関する参考図書を読
んだり、各種情報（新聞・雑誌、Web
など）を自分で調べたりした。
9.この授業１回に対して授業時間外
に費やした平均時間（予習、復習、
課題対応等も含む。）はおおよそ何
時間ですか。
10.この授業では、シラバスや講義
等で示されていた目標に到達する
ことができた。
11.この授業は全体として満足でき
る内容だった。
13.遠隔授業における課題・授業・
資料等の配信は適切に行われた。

C.教員の対
応

0

設問Noカテゴリ

B.教授手法

7

0

0

0

0

0

0

28.57

4

28.57

14.29

28.57

14.29

14.29

0.00

14.29

0.00

1

0

0

無記入
有効回

答数

42.86

7

7

7

7

7

7

7

7

5

42.86

28.57

28.57

71.43

57.14

57.14

14.29

14.29

回答率(%)

14.293.29

28.57

42.86

3

0.00

14.29

28.57

14.29

14.29

14.29

28.57

42.86

14.29

2

28.57

14.29

42.86

0.00

28.57

0.00

0.00

14.29

3.86

4.29

3.29

4.14

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

0.00

14.29

担当教員 丸山、入江、李 回答者/履修登録 7/86

授業名 データサイエンスⅠ(25786Z) 全設問 評定平均 3.91

D.自学・能
動的学習

A.目標の理
解度

2

3

4

5

6

7

8

9

評定
平均

1

3.71

3.71

3.29

4.57

0

0

2

7

7

7

57.14

14.29

42.86

28.57

71.43

28.57

14.29

14.29

0.00

0.00

0.00

0.00

E.目標達成
度

F.満足度

G.その他

0.00

0.00

0.00

4.43

4.00

4.60

10

11

12
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②AI基礎 

 

 
 

 

以上 

 

2025年度 後期 授業評価アンケート(集計1)

1.シラバスや最初の講義等で、この
授業の目的や目標を理解して受講
した。
2.この授業は適度な早さで進めら
れ、分かりやすかった。
3.教員の声の大きさや話し方は、分
かりやすかった。
4.黒板やホワイトボードの（オンライ
ンの場合は画面に表示された）文
字や資料、パワーポイント等の内容
は、分かりやすかった。
5.この授業は、予定時刻通りに始ま
り、予定時刻通りに終了していた。
6.教員は、学生の遅刻や私語など
にきちんと対応し授業の適切な運
営維持に努めていた。
7.この授業では、学生の相談や質
問等に対し、教員は分かるように対
応していた。
8.この授業に関する参考図書を読
んだり、各種情報（新聞・雑誌、Web
など）を自分で調べたりした。
9.この授業１回に対して授業時間外
に費やした平均時間（予習、復習、
課題対応等も含む。）はおおよそ何
時間ですか。
10.この授業では、シラバスや講義
等で示されていた目標に到達する
ことができた。
11.この授業は全体として満足でき
る内容だった。
13.遠隔授業における課題・授業・
資料等の配信は適切に行われた。

C.教員の対
応

0

設問Noカテゴリ

B.教授手法

54

0

0

0

0

0

0

31.48

4

27.78

27.78

29.63

33.33

35.19

24.07

31.48

1.85

1

0

0

無記入
有効回

答数

31.48

54

54

54

54

54

54

54

54

5

33.33

27.78

29.63

42.59

31.48

37.04

18.52

5.56

回答率(%)

20.372.41

20.37

5.56

3

7.41

33.33

35.19

27.78

18.52

33.33

25.93

40.74

33.33

2

3.70

3.70

7.41

1.85

5.56

3.70

12.96

35.19

3.70

3.98

3.30

3.83

1.85

3.70

1.85

1.85

5.56

1.85

7.41

担当教員 丸山、入江、李 回答者/履修登録 54/97

授業名 AI基礎(25803Z) 全設問 評定平均 3.69

D.自学・能
動的学習

A.目標の理
解度

2

3

4

5

6

7

8

9

評定
平均

1

3.87

3.74

3.81

4.15

0

0

16

54

54

54

29.63

31.48

22.22

29.63

35.19

22.22

31.48

25.93

22.22

7.41

3.70

1.85

E.目標達成
度

F.満足度

G.その他

1.85

3.70

1.85

3.78

3.87

3.87

10

11

12


